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 1952 年 香川県丸亀市生まれ 

1976 年 早稲田大学法学部卒業 
1976 年 ＮＨＫ(日本放送協会)入局          
1981 年 ＮＨＫ放送センター番組制作局ディレクター 
1990 年 同 チーフプロデューサー 
1993 年 同 編成局スペシャル番組部チーフプロデューサー	

1998 年 同 番組制作局チーフプロデューサー 
2000 年 (株)ＮＨＫエンタープライズ２１文化番組担当部長 
2006 年 ＮＨＫ放送センター放送総局エグゼクティブプロデューサー 
   ＊2002 年～2007 年 総合地球環境学研究所客員教授を兼務———研究テーマ「シルクロードの環境と文明」 
現在  東京藝術大学ユーラシア文化交流センター教授（副センター長） 

 
専攻・バックグラウンド シルクロードの文明史・テレビドキュメンタリー制作 
主な番組 「絵巻切断～秘宝三十六歌仙の流転」 	「大モンゴル」シリーズ	

      「中国１２億人の改革開放」シリーズ 	「家族の肖像」シリーズ	

      「四大文明」シリーズ        	「新シルクロード」シリーズ	

	

＝メッセージ＝	

 	アフガニスタンはギリシャ・ペルシャ・インドなど様々な文明が混じり合った独特の文化	

を育みました。文明の十字路であると同時にシルクロード交易の要衝であったアフガニスタン	

の文化遺産は、20年以上に及ぶ内戦と紛争で、破壊され、盗まれ、その多くが失われたのです。	

タリバンによるバーミヤンの大仏爆破は、世界に衝撃を与え、今日のＩＳなどのテロリスト	

による文化遺産の破壊などの蛮行に繋がったともいえます。 	

われわれ日本の古代文化にも、シルクロードを通じて大きな影響を与えたアフガニスタンの	

歴史と未来を見つめていきます。	
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シルクロード調査・楼蘭小河墓にて 



	


